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概要

本書は、Red Hat OpenShift Container Platform に Red Hat Process Automation Manager 7.2 試用
環境をデプロイする方法を説明します。
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はじめに

システムエンジニアは、Red Hat OpenShift Container Platform に Red Hat Decision Manager 試用環境
をデプロイして、ルールやその他のビジネスアセットの開発や使用を評価し、体験することができま
す。

前提条件

最低でも OpenShift クラスター/名前空間で 3 ギガバイト以上のメモリーが利用できる。

デプロイメント用の OpenShift プロジェクトが作成されている。

プロジェクトにログインするには、oc コマンドを使用します。oc コマンドランツールに関す
る詳細は、OpenShift の CLI リファレンス を参照してください。OpenShift Web コンソールを
使用してテンプレートをデプロイするには、Web コンソールを使用してログインしている必要
もあります。

はじめに
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第1章 RED HAT OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM における
RED HAT DECISION MANAGER の概要

Red Hat Decision Manager は、Red Hat OpenShift Container Platform 環境にデプロイすることができ
ます。

この場合、Red Hat Decision Manager のコンポーネントは、別の OpenShift Pod としてデプロイされ
ます。各 Pod のスケールアップとダウンを個別に行い、特定のコンポーネントに必要な数だけコンテ
ナーを提供できます。標準の OpenShift の手法を使用して Pod を管理し、負荷を分散できます。

以下の Red Hat Decision Manager の主要コンポーネントが OpenShift で利用できます。

Decision Server (実行サーバー (Execution Server) または KIE Server とも呼ばれる) は、イン
フラストラクチャーの要素でデシジョンサービスやその他のデプロイ可能なアセットを実行し
ます (これらすべて総称で サービス と呼ぶ)。サービスのすべてのロジックは実行サーバーで実
行されます。
Decision Server Pod は自由にスケールアップして、同一または異なるホストで実行するコピー
を必要な数だけ提供できます。Pod をスケールアップまたはスケールダウンすると、そのコ
ピーはすべて同じプロセスで実行します。OpenShift は負荷分散を提供しているため、要求は
どの Pod でも処理できます。

個別の Decision Server Pod をデプロイして、異なるサービスグループを実行することができま
す。この Pod もスケールアップやスケールダウンが可能です。個別の複製 Decision Server
Pod を必要な数だけ設定することができます。

Decision Central は、オーサリングサービス用の Web ベースの対話環境で、Decision Central
では管理コンソールが提供されています。Business Central は管理コンソールも提供します。
Decision Central を使用してサービスを開発し、Decision Server にデプロイできます。
Decision Central は集中型アプリケーションです。複数の Pod を実行し、同じデータを共有す
る高可用性用に設定できます。

Decision Central には開発するサービスのソースを保管する Git リポジトリーが含まれます。ま
た、ビルトインの Maven リポジトリーも含まれます。設定に応じて、Decision Central はコン
パイルしたサービス (KJAR ファイル) をビルドイン Maven リポジトリーに配置できます (設定
した場合は外部 Maven リポジトリーにも可能)。

重要

現在のバージョンでは、Decision Central の高可用性機能はテクノロジープレビューで
す。

OpenShift 内でさまざまな環境設定にこのコンポーネントおよびその他のコンポーネントを配置できま
す。

以下の環境タイプが一般的です。

オーサリングまたは管理対象の環境: Decision Central 経由でサービスの作成や変更、Decision
Server でのサービスの実行に使用可能な環境のアーキテクチャー。この環境は、オーサリング
作業用の Decision Central を提供する Pod と、サービス実行用の Decision Server 1 つまたは複
数を提供する Pod で設定されます。Decision Server それぞれが 1 つの Pod となっており、必
要に応じてスケールアップやスケールダウンすることで複製が可能です。Decision Central を使
用して、各 Decision Server にサービスをデプロイおよびアンデプロイできます。この環境をデ
プロイする方法については、Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat Decision
Manager オーサリングまたは管理サーバー環境のデプロイ を参照してください。

Red Hat Decision Manager 7.2 Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat Decision Manager 試用環境のデプロイメント
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イミュータブルサーバーを使用するデプロイメント: ステージングおよび実稼働目的で既存の
サービスを実行するための代替の環境です。この環境では、Process Server の Pod のデプロイ
時に、サービスまたはサービスグループをロードおよび起動するイメージをビルドします。こ
の Pod でサービスを停止したり、新しいサービスを追加したりすることはできません。サービ
スの別のバージョンを使用したり、別の方法で設定を変更する必要がある場合は、新規のサー
バーイメージをデプロイして、古いサーバーと入れ替えます。このシステムでは、Decision
Server は OpenShift 環境の他の Pod のように実行されるので、コンテナーベースの統合ワー
クフローはどれでも使用でき、別のツールを使用して Pod を管理する必要はありません。この
ような環境のデプロイメント手順は、Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat
Decision Manager イミュータブルサーバー環境のデプロイメント を参照してください。

試用 または評価環境をデプロイすることも可能です。この環境には、Decision Central と Decision
Server が含まれます。この環境はすばやく設定でき、これを使用して、アセットの開発や実行を評価
し、体験できます。ただし、この環境では永続ストレージを使用せず、この環境でのいずれの作業も保
存されません。この環境のデプロイ方法については、Red Hat OpenShift Container Platform への
Red Hat Decision Manager 試用環境のデプロイ  を参照してください。

OpenShift に Red Hat Decision Manager 環境をデプロイするには、Red Hat Decision Manager で用意
した OpenShift テンプレートを使用します。

第1章 RED HAT OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM における RED HAT DECISION MANAGER の概要
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第2章 イメージストリームとイメージレジストリーの可用性確認
Red Hat OpenShift Container Platform で Red Hat Decision Manager コンポーネントをデプロイするに
は、OpenShift が Red Hat レジストリーから正しいイメージをダウンロードできるようにする必要があ
ります。これらのイメージをダウンロードするには、OpenShift ではイメージの場所情報 (イメージス
トリーム と呼ばれる) が必要です。また、OpenShift は、お使いのサービスアカウントのユーザー名と
パスワードを使用して Red Hat レジストリーへの認証が行われるように設定する必要があります。

OpenShift 環境のバージョンによっては、必要なイメージストリームが含まれている場合があります。
イメージストリームが提供されているかどうかを確認する必要があります。デフォルトでイメージスト
リームが OpenShift に含まれている場合は、OpenShift インフラストラクチャーがレジストリー認証
サーバー用に設定されているのであれば、使用できます。管理者は、OpenShift 環境のインストール時
に、レジストリーの認証設定を完了する必要があります。

それ以外の場合には、独自のプロジェクトでレジストリーの認証を設定して、その同じプロジェクト内
にイメージストリームをインストールすることができます。

手順

1. Red Hat OpenShift Container Platform が Red Hat レジストリーへのアクセス用に、ユーザー
名とパスワードで設定されているかを判断します。必須の設定に関する詳細は、レジストリー
の場所の設定 を参照してください。OpenShift オンラインサブスクリプションを使用する場合
は、Red Hat レジストリー用のアクセスはすでに設定されています。

2. Red Hat OpenShift Container Platform は、Red Hat のレジストリーアクセス用にユーザー名
とパスワードで設定する場合には、以下のコマンドを使用します。

$ oc get imagestreamtag -n openshift | grep rhdm72-decisioncentral-openshift
$ oc get imagestreamtag -n openshift | grep rhdm72-kieserver-openshift

両コマンドの出力が空でない場合は、必要なイメージストリームが openshift namespace にあ
るため、これ以外の操作は必要ありません。

3. コマンドの 1 つまたは複数の出力が空白の場合や、Red Hat レジストリーにアクセスするため
に、OpenShift をユーザー名およびパスワードで設定していない場合は、以下の手順を実行し
てください。

a. oc コマンドで OpenShift にログインして、プロジェクトがアクティブであることを確認し
ます。

b. Registry Service Accounts for Shared Environments  で説明されている手順を実行します。
Red Hat カスタマーポータルにログインして、このドキュメントにアクセスし、レジスト
リーサービスアカウントを作成する手順を実行します。

c. OpenShift Secret タブを選択し、Download secret のリンクをクリックして、YAML シー
クレットファイルをダウンロードします。

d. ダウンロードしたファイルを確認して、name: エントリーに記載の名前をメモします。

e. 以下のコマンドを実行します。

oc create -f <file_name>.yaml
oc secrets link default <secret_name> --for=pull
oc secrets link builder <secret_name> --for=pull

<file_name> はダウンロードしたファイルに、<secret_name> はファイルの name: のエン
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<file_name> はダウンロードしたファイルに、<secret_name> はファイルの name: のエン
トリーに記載されている名前に置き換えてください。

f. Software Downloads ページから rhdm-7.2.0-openshift-templates.zip 製品の配信可能ファ
イルをダウンロードし、rhdm72-image-streams.yaml ファイルを展開してください。

g. 以下のアクションの 1 つを完了します。

次のコマンドを実行します。

$ oc create -f rhdm72-image-streams.yaml

OpenShift Web UI で Add to Project → Import YAML / JSON を選択し、ファイルを
選択するか、ファイルの内容を貼り付けます。

注記

上記の手順を完了したら、イメージストリームを独自のプロジェクトの
名前空間にインストールします。この手順を使用してイメージストリー
ムをインストールした場合には、テンプレートのデプロイ時
に、IMAGE_STREAM_NAMESPACE パラメーターをこのプロジェクト
の名前に設定する必要があります。

第2章 イメージストリームとイメージレジストリーの可用性確認
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第3章 試用環境のデプロイ
試用版 (評価版) の Red Hat Decision Manager 環境をデプロイできます。この環境には、サービスの
オーサリングと管理を行う Decision Central とサービスのテストを実行する Decision Server で設定さ
れます。

この環境には、永続ストレージが含まれません。トライアル環境で作成または変更するアセットは保存
されません。

この環境は、テストおよびデモ用のアクセスを前提として設計されています。CORS (Cross-Origin
Resource Sharing) をサポートします。これは、ページの他のリソースが他のサーバーによって提供さ
れる場合に、ブラウザーを使用して Decision Server エンドポイントにアクセスできることを意味しま
す。Decision Server エンドポイントは通常 REST 呼び出しを対象としていますが、一部のデモ設定でブ
ラウザーアクセスが必要になることがあります。

手順は最小限です。必須の設定はなく、すべてのパスワードは単一の値に設定されています (デフォル
トのパスワードは RedHat です)。

トライアル環境をデプロイするには、rhdm72-trial-ephemeral.yaml テンプレートファイルを使用しま
す。rhdm-7.2.0-openshift-templates.zip の製品配信可能ファイルからこのファイルを展開できます。
このファイルは、Red Hat カスタマーポータルの Software Downloads ページからダウンロードできま
す。

手順

1. 以下の方法を使用してテンプレートをデプロイします。

OpenShift Web UI では、Add to Project → Import YAML / JSON を選択し、rhdm72-
trial-ephemeral.yaml ファイルを選択するか、その内容を貼り付けます。Add Template
ウィンドウで、Process the template が選択されていることを確認し、Continue をクリッ
クします。

OpenShift コマンドラインコンソールを使用するには、以下のコマンドラインを準備しま
す。

oc new-app -f <template-path>/rhdm72-trial-ephemeral.yaml

このコマンドラインでは、<template-path> は、ダウンロードしたテンプレートファイル
のパスに置き換えます。

2. 必要に応じて、このテンプレートに記載されているようにパラメーターを設定します。通常の
試用版の開発では、以下のパラメーターのみが必要です。

ImageStream 名前空間 (IMAGE_STREAM_NAMESPACE): イメージストリームが利用可
能な名前空間。OpenShift 環境でイメージストリームが利用可能な場合 (2章イメージスト
リームとイメージレジストリーの可用性確認 を参照) は、namespace が openshift になり
ます。イメージストリームファイルをインストールした場合は、名前空間が OpenShift プ
ロジェクトの名前になります。

3. 使用している方法に応じて、環境の作成を終了します。

OpenShift Web UI の場合は Create をクリックします。

This will create resources that may have security or project behavior implications
のポップアップメッセージが表示される可能性があります。このメッセージが表示され
た場合は、Create Anyway をクリックします。

Red Hat Decision Manager 7.2 Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat Decision Manager 試用環境のデプロイメント
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第4章 OPENSHIFT テンプレートの参考資料
Red Hat Decision Manager には、以下の OpenShift テンプレートが含まれています。このテンプレー
トにアクセスするには、Red Hat カスタマーポータルの Software Downloads ページから、製品の配信
可能ファイル rhdm-7.2.0-openshift-templates.zip をダウンロードして展開します。

rhdm72-trial-ephemeral.yaml は、Decision Central と、Decision Central に接続された
Decision Server を提供します。この環境では、永続ストレージのない一時的な設定を使用しま
す。このテンプレートの詳細は、「rhdm72-trial-ephemeral.yaml template」  を参照してくだ
さい。

4.1. RHDM72-TRIAL-EPHEMERAL.YAML TEMPLATE

Red Hat Decision Manager 7.2 の一時オーサリングおよびテスト環境向けのアプリケーションテンプ
レート

4.1.1. パラメーター

テンプレートを使用すると値を引き継ぐパラメーターを定義でき、パラメーターの参照時には、この値
が代入されます。この値は、パラメーターの参照時には、この値が代入されます。参照はオブジェクト
一覧フィールドの任意のテキストフィールドで定義できます。詳細は、Openshift ドキュメント を参照
してください。

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須

APPLICATION_
NAME

 —  アプリケーション
の名前。

myapp True

DEFAULT_PAS
SWORD

KIE_ADMIN_PW
D

この試用版の環境
でユーザーが簡単
に試用できるよう
に、複数のコン
ポーネントで使用
されるデフォルト
のパスワード

RedHat True

KIE_ADMIN_US
ER

KIE_ADMIN_US
ER

KIE 管理者のユー
ザー名

adminUser False

KIE_SERVER_U
SER

KIE_SERVER_U
SER

KIE サーバーの
ユーザー名
(org.kie.server.user
システムプロパ
ティーを設定しま
す)

executionUser False

Red Hat Decision Manager 7.2 Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat Decision Manager 試用環境のデプロイメント
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KIE_SERVER_B
YPASS_AUTH_
USER

KIE_SERVER_B
YPASS_AUTH_
USER

KIE サーバーのバ
イパス認証ユー
ザー
(org.kie.server.byp
ass.auth.user シス
テムプロパティー
を設定します)

false False

KIE_SERVER_C
ONTROLLER_U
SER

KIE_SERVER_C
ONTROLLER_U
SER

KIE サーバーのコ
ントローラーの
ユーザー名
(org.kie.server.con
troller.user システ
ムプロパティーを
設定します)

controllerUser False

KIE_MBEANS KIE_MBEANS KIE Server の
mbeans の有効化/
無効化 (システム
プロパティー
kie.mbeans および
kie.scanner.mbean
s を設定)。

enabled False

DROOLS_SERV
ER_FILTER_CL
ASSES

DROOLS_SERV
ER_FILTER_CL
ASSES

KIE Server のクラ
スフィルター
(org.drools.server.f
ilter.classes システ
ムプロパティーを
設定)

true False

KIE_SERVER_H
OSTNAME_HTT
P

HOSTNAME_HT
TP

http サービスルー
トのカスタムホス
ト名。デフォルト
ホスト名の場合は
空白にします (例:
<application-
name>-kieserver-
<project>.<default-
domain-suffix>)。

 —  False

KIE_SERVER_A
CCESS_CONTR
OL_ALLOW_OR
IGIN

AC_ALLOW_OR
IGIN_FILTER_R
ESPONSE_HEA
DER_VALUE

KIE サーバーの
Access-Control-
Allow-Origin 応答
のヘッダーの値を
設定します (CORS
サポートに有用)

* False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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KIE_SERVER_A
CCESS_CONTR
OL_ALLOW_ME
THODS

AC_ALLOW_ME
THODS_FILTER
_RESPONSE_H
EADER_VALUE

KIE サーバーの
Access-Control-
Allow-Methods 応
答のヘッダーの値
を設定します
(CORS サポートに
有用)

GET、POST、
OPTIONS、PUT

False

KIE_SERVER_A
CCESS_CONTR
OL_ALLOW_HE
ADERS

AC_ALLOW_HE
ADERS_FILTER
_RESPONSE_H
EADER_VALUE

KIE サーバーの
Access-Control-
Allow-Headers 応
答のヘッダーの値
を設定します
(CORS サポートに
有用)

Accept、
Authorization、
Content-Type、
X-Requested-With

False

KIE_SERVER_A
CCESS_CONTR
OL_ALLOW_CR
EDENTIALS

AC_ALLOW_CR
EDENTIALS_FIL
TER_RESPONS
E_HEADER_VA
LUE

KIE サーバーの
Access-Control-
Allow-Credentials
応答のヘッダーの
値を設定します
(CORS サポートに
有用)

true False

KIE_SERVER_A
CCESS_CONTR
OL_MAX_AGE

AC_MAX_AGE_
FILTER_RESPO
NSE_HEADER_
VALUE

KIE サーバーの
Access-Control-
Max-Age 応答の
ヘッダーの値を設
定します (CORS
サポートに有用)

1 False

DECISION_CEN
TRAL_HOSTNA
ME_HTTP

HOSTNAME_HT
TP

http サービスルー
トのカスタムホス
ト名。デフォルト
のホスト名を使用
する場合には空白
にします (例:
<application-
name>-rhdmcentr-
<project>.<default-
domain-suffix>)。

 —  False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須

Red Hat Decision Manager 7.2 Red Hat OpenShift Container Platform への Red Hat Decision Manager 試用環境のデプロイメント

12



IMAGE_STREA
M_NAMESPACE

 —  Red Hat ミドル
ウェアイメージの
ImageStreams が
インストールされ
ている namespace
これらの
ImageStreams は
通常 OpenShift の
名前空間にインス
トールされていま
す。ImageStreams
を別の
namespace/プロ
ジェクトにインス
トールしている場
合には、これを変
更するだけで結構
です。

openshift True

KIE_SERVER_I
MAGE_STREAM
_NAME

 —  KIE Server に使用
するイメージスト
リームの名前。デ
フォルトは
"rhdm72-
kieserver-
openshift" です。

rhdm72-kieserver-
openshift

True

IMAGE_STREA
M_TAG

 —  イメージストリー
ム内のイメージへ
の名前付きポイン
ター。デフォルト
は 1.1 です。

1.1 True

KIE_SERVER_C
ONTAINER_DE
PLOYMENT

KIE_SERVER_C
ONTAINER_DE
PLOYMENT

KIE サーバーコン
テナーのデプロイ
メント設定。形式:
containerId=groupI
d:artifactId:version
|c2=g2:a2:v2

 —  False

MAVEN_REPO_I
D

MAVEN_REPO_I
D

maven リポジト
リーに使用する id
(設定されている場
合)。デフォルトは
無作為に作成され
ます。

my-repo-id False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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MAVEN_REPO_
URL

MAVEN_REPO_
URL

Maven リポジト
リーまたはサービ
スへの完全修飾
URL。

http://nexus.nexu
s-
project.svc.cluster.
local:8081/nexus/
content/groups/p
ublic/

False

MAVEN_REPO_
USERNAME

MAVEN_REPO_
USERNAME

Maven リポジト
リーにアクセスす
るユーザー名 (必
要な場合)

 —  False

MAVEN_REPO_
PASSWORD

MAVEN_REPO_
PASSWORD

Maven リポジト
リーにアクセスす
るパスワード (必
要な場合)。

 —  False

DECISION_CEN
TRAL_MAVEN_
USERNAME

KIE_MAVEN_US
ER

EAP 内の Decision
Central がホストす
る Maven サービス
にアクセスするた
めのユーザー名

mavenUser True

GIT_HOOKS_DI
R

GIT_HOOKS_DI
R

git フックに使用す
るディレクトリー
(必要な場合)。

/opt/eap/standal
one/data/kie/git/
hooks

False

DECISION_CEN
TRAL_MEMORY
_LIMIT

 —  Decision Central コ
ンテナーのメモ
リー制限

2 Gi False

KIE_SERVER_M
EMORY_LIMIT

 —  KIE Server のコン
テナーのメモリー
制限

1Gi False

SSO_URL SSO_URL RH-SSO URL https://rh-
sso.example.com/
auth

False

SSO_REALM SSO_REALM RH-SSO レルム
名。

 —  False

DECISION_CEN
TRAL_SSO_CLI
ENT

SSO_CLIENT Decision Central
RH-SSO クライア
ント名。

 —  False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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DECISION_CEN
TRAL_SSO_SE
CRET

SSO_SECRET Decision Central
RH-SSO クライア
ントシークレット

252793ed-7118-
4ca8-8dab-
5622fa97d892

False

KIE_SERVER_S
SO_CLIENT

SSO_CLIENT KIE Server の RH-
SSO クライアント
名。

 —  False

KIE_SERVER_S
SO_SECRET

SSO_SECRET KIE Server の RH-
SSO クライアント
シークレット

252793ed-7118-
4ca8-8dab-
5622fa97d892

False

SSO_USERNAM
E

SSO_USERNAM
E

クライアント作成
に使用する RH-
SSO レルムの管理
者のユーザー名
(存在しない場合)

 —  False

SSO_PASSWOR
D

SSO_PASSWOR
D

クライアント作成
に使用する RH-
SSO レルムの管理
者のパスワード。

 —  False

SSO_DISABLE_
SSL_CERTIFIC
ATE_VALIDATI
ON

SSO_DISABLE_
SSL_CERTIFIC
ATE_VALIDATI
ON

RH-SSO が無効な
SSL 証明書の検
証。

false False

SSO_PRINCIPA
L_ATTRIBUTE

SSO_PRINCIPA
L_ATTRIBUTE

ユーザー名として
使用する RH-SSO
プリンシパル属性

preferred_userna
me

False

AUTH_LDAP_U
RL

AUTH_LDAP_U
RL

認証用に接続する
LDAP エンドポイ
ント

ldap://myldap.exa
mple.com

False

AUTH_LDAP_BI
ND_DN

AUTH_LDAP_BI
ND_DN

認証に使用するバ
インド DN。

uid=admin,ou=user
s,ou=exmample,ou
=com

False

AUTH_LDAP_BI
ND_CREDENTI
AL

AUTH_LDAP_BI
ND_CREDENTI
AL

認証に使用する
LDAP の認証情
報。

パスワード False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_J
AAS_SECURITY
_DOMAIN

AUTH_LDAP_J
AAS_SECURITY
_DOMAIN

パスワードの復号
に使用する
JaasSecurityDoma
in の JMX
ObjectName。

 —  False

AUTH_LDAP_B
ASE_CTX_DN

AUTH_LDAP_B
ASE_CTX_DN

ユーザー検索を開
始する最上位コン
テキストの LDAP
ベース DN

ou=users,ou=exam
ple,ou=com

False

AUTH_LDAP_B
ASE_FILTER

AUTH_LDAP_B
ASE_FILTER

認証するユーザー
のコンテキストの
検索に使用する
LDAP 検索フィル
ター。{0} 式を使
用しているフィル
ターに、入力ユー
ザー名、またはロ
グインモジュール
コールバックから
取得した userDN
が置換されます。
検索フィルターの
一般的な例は (uid=
{0}) です。

(uid={0}) False

AUTH_LDAP_S
EARCH_SCOPE

AUTH_LDAP_S
EARCH_SCOPE

使用する検索範
囲。

SUBTREE_SCO
PE

False

AUTH_LDAP_S
EARCH_TIME_L
IMIT

AUTH_LDAP_S
EARCH_TIME_L
IMIT

ユーザーまたは
ロールの検索のタ
イムアウト (ミリ
秒単位)。

10000 False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_DI
STINGUISHED_
NAME_ATTRIB
UTE

AUTH_LDAP_DI
STINGUISHED_
NAME_ATTRIB
UTE

ユーザーの DN を
含むユーザーエン
トリーの属性の名
前。これは、ユー
ザー自身の DN に
正しいユーザー
マッピングを妨げ
る特殊文字 (バッ
クスラッシュなど)
が含まれる場合に
必要になることが
あります。属性が
存在しない場合
は、エントリーの
DN が使用されま
す。

distinguishedNam
e

False

AUTH_LDAP_P
ARSE_USERNA
ME

AUTH_LDAP_P
ARSE_USERNA
ME

DN がユーザー名
に対して解析され
るかどうかを示す
フラグ。true に設
定した場合には、
DN はユーザー名
に対して解析され
ます。false に設定
した場合には、
DN はユーザー名
に対して解析され
ません。このオプ
ションは、
usernameBeginStri
ng および
usernameEndStrin
g とともに使用さ
れます。

true False

AUTH_LDAP_U
SERNAME_BEG
IN_STRING

AUTH_LDAP_U
SERNAME_BEG
IN_STRING

ユーザー名を公開
するため、DN の
最初から削除され
る文字列を定義し
ます。このオプ
ションは
usernameEndStrin
g と合わせて使用
し、
parseUsername が
true に設定されて
いる場合にのみ考
慮されます。

 —  False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_U
SERNAME_END
_STRING

AUTH_LDAP_U
SERNAME_END
_STRING

ユーザー名を公開
するため、DN の
最後から削除され
る文字列を定義し
ます。このオプ
ションは
usernameEndStrin
g と合わせて使用
し、
parseUsername が
true に設定されて
いる場合にのみ考
慮されます。

 —  False

AUTH_LDAP_R
OLE_ATTRIBUT
E_ID

AUTH_LDAP_R
OLE_ATTRIBUT
E_ID

ユーザーロールを
含む属性の名前。

memberOf False

AUTH_LDAP_R
OLES_CTX_DN

AUTH_LDAP_R
OLES_CTX_DN

ユーザーロールを
検索するコンテキ
ストの固定 DN。
これは、実際の
ロールが存在する
DN ではなく、
ユーザーロールを
含むオブジェクト
が存在する DN で
す。たとえば、
Microsoft Active
Directory サーバー
では、これは、
ユーザーアカウン
トが存在する DN
です。

ou=groups,ou=exa
mple,ou=com

False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_R
OLE_FILTER

AUTH_LDAP_R
OLE_FILTER

認証済みユーザー
と関連付けられた
ロールを検索する
ために使用される
検索フィルター。
{0} 式を使用して
いるフィルター
に、入力ユーザー
名、またはログイ
ンモジュールコー
ルバックから取得
した userDN が置
換されます。認証
済み userDN は {1}
が使用されたフィ
ルターに置き換え
られます。入力
ユーザー名に一致
する検索フィル
ター例は
(member={0}) で
す。認証済み
userDN に一致す
る他の例は
(member={1}) で
す。

(memberOf={1}) False

AUTH_LDAP_R
OLE_RECURSI
ON

AUTH_LDAP_R
OLE_RECURSI
ON

ロール検索が一致
するコンテキスト
で行われる再帰の
レベル数。再帰を
無効にするには、
これを 0 に設定し
ます。

1 False

AUTH_LDAP_D
EFAULT_ROLE

AUTH_LDAP_D
EFAULT_ROLE

認証された全ユー
ザーに対して含ま
れるロール

guest False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_R
OLE_NAME_AT
TRIBUTE_ID

AUTH_LDAP_R
OLE_NAME_AT
TRIBUTE_ID

ロール名を含む
roleCtxDN コンテ
キスト内の属性の
名前。
roleAttributeIsDN
プロパティーを
true に設定する
と、このプロパ
ティーはロールオ
ブジェクトの名前
属性の検索に使用
されます。

name False

AUTH_LDAP_P
ARSE_ROLE_N
AME_FROM_DN

AUTH_LDAP_P
ARSE_ROLE_N
AME_FROM_DN

クエリーによって
返された DN に
roleNameAttribute
ID が含まれるかど
うかを示すフラ
グ。true に設定し
た場合には、DN
は
roleNameATtribut
eID に対して
チェックされま
す。false に設定す
ると、DN は
roleNameATtribut
eID に対して確認
されません。この
フラグは LDAP ク
エリーのパフォー
マンスを向上でき
ます。

false False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_LDAP_R
OLE_ATTRIBUT
E_IS_DN

AUTH_LDAP_R
OLE_ATTRIBUT
E_IS_DN

roleAttributeID に
ロールオブジェク
トの完全修飾 DN
が含まれるかどう
か。false の場合
は、コンテキスト
名の
roleNameAttribute
Id 属性の値からこ
のロール名が取得
されます。
Microsoft Active
Directory などの特
定のディレクト
リースキーマで
は、この属性を
true に設定する必
要があります。

false False

AUTH_LDAP_R
EFERRAL_USE
R_ATTRIBUTE_I
D_TO_CHECK

AUTH_LDAP_R
EFERRAL_USE
R_ATTRIBUTE_I
D_TO_CHECK

リファーラル
(referral) を使用し
ない場合はこのオ
プションを使用す
る必要はありませ
ん。リファーラル
を使用し、ロール
オブジェクトがリ
ファーラル内部に
あると、このオプ
ションは特定の
ロール (例:
member) に対して
定義されたユー
ザーが含まれる属
性名を示します。
ユーザーはこの属
性名の内容に対し
て確認されます。
このオプションが
設定されていない
とチェックは常に
失敗するため、
ロールオブジェク
トはリファーラル
ツリーに保存でき
ません。

 —  False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須
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AUTH_ROLE_M
APPER_ROLES
_PROPERTIES

AUTH_ROLE_M
APPER_ROLES
_PROPERTIES

このパラメーター
がある場合には、
RoleMapping のロ
グインモジュール
で、指定したファ
イルを使用するよ
うに設定します。
このプロパティー
は、ロールを置換
ロールに対して
マップするプロパ
ティーファイルま
たはリソースの完
全修飾ファイルパ
スまたはファイル
名を定義します。
形式は
original_role=role1,r
ole2,role3 になり
ます。

 —  False

AUTH_ROLE_M
APPER_REPLA
CE_ROLE

AUTH_ROLE_M
APPER_REPLA
CE_ROLE

現在のロールを追
加するか、マップ
されたロールに現
在のロールを置き
換えるか。true に
設定した場合は、
置き換えられま
す。

 —  False

変数名 イメージの環境変
数

説明 値の例 必須

4.1.2. オブジェクト

CLI はさまざまなオブジェクトタイプをサポートします。これらのオブジェクトタイプの一覧や略語に
ついては、Openshift ドキュメント を参照してください。

4.1.2.1. サービス

サービスは、Pod の論理セットや、Pod にアクセスするためのポリシーを定義する抽象概念です。詳細
は、コンテナーエンジンのドキュメント を参照してください。

サービス ポート 名前 説明

${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

8080 http すべての Decision
Central Web サーバーの
ポート8001 git-ssh
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${APPLICATION_NA
ME}-kieserver

8080  —  すべての KIE Server
Web サーバーのポー
ト。

サービス ポート 名前 説明

4.1.2.2. ルート

ルートとは、www.example.com など、外部から到達可能なホスト名を指定して、サービスを公開する
手段です。ルーターは、定義したルートや、サービスで特定したエンドポイントを使用して、外部のク
ライアントからアプリケーションに名前付きの接続を提供します。各ルートは、ルート名、サービスセ
レクター、セキュリティー設定 (任意) で設定されます。詳細は、Openshift ドキュメント を参照してく
ださい。

サービス セキュリティー Hostname

${APPLICATION_NAME}-
rhdmcentr-http

none ${DECISION_CENTRAL_HOS
TNAME_HTTP}

${APPLICATION_NAME}-
kieserver-http

なし ${KIE_SERVER_HOSTNAME
_HTTP}

4.1.2.3. デプロイメント設定

OpenShift のデプロイメントは、デプロイメント設定と呼ばれるユーザー定義のテンプレートをもとに
するレプリケーションコントローラーです。デプロイメントは手動で作成されるか、トリガーされたイ
ベントに対応するために作成されます。詳細は、Openshift ドキュメント を参照してください。

4.1.2.3.1. トリガー

トリガーは、OpenShift 内外を問わず、イベントが発生すると新規デプロイメントを作成するように促
します。詳細は、Openshift ドキュメント を参照してください。

Deployment トリガー

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr ImageChange

${APPLICATION_NAME}-kieserver ImageChange

4.1.2.3.2. レプリカ

レプリケーションコントローラーを使用すると、指定した数だけ、Pod のレプリカを一度に実行させる
ことができます。レプリカが増えると、レプリケーションコントローラーが Pod の一部を終了させま
す。レプリカが足りない場合には、起動させます。詳細は、コンテナーエンジンのドキュメント を参照
してください。
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Deployment レプリカ

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr 1

${APPLICATION_NAME}-kieserver 1

4.1.2.3.3. Pod テンプレート

4.1.2.3.3.1. サービスアカウント

サービスアカウントは、各プロジェクト内に存在する API オブジェクトです。他の API オブジェクトの
ように作成し、削除できます。詳細は、Openshift ドキュメント を参照してください。

Deployment サービスアカウント

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr ${APPLICATION_NAME}-rhdmsvc

${APPLICATION_NAME}-kieserver ${APPLICATION_NAME}-rhdmsvc

4.1.2.3.3.2. イメージ

デプロイメント イメージ

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr rhdm72-decisioncentral-openshift

${APPLICATION_NAME}-kieserver ${KIE_SERVER_IMAGE_STREAM_NAME}

4.1.2.3.3.3. Readiness Probe

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr

/bin/bash -c curl --fail --silent -u '${KIE_ADMIN_USER}:${DEFAULT_PASSWORD}' 
http://localhost:8080/kie-drools-wb.jsp

${APPLICATION_NAME}-kieserver

/bin/bash -c curl --fail --silent -u ${KIE_ADMIN_USER}:${DEFAULT_PASSWORD} 
http://localhost:8080/services/rest/server/readycheck

4.1.2.3.3.4. Liveness Probe

${APPLICATION_NAME}-rhdmcentr

/bin/bash -c curl --fail --silent -u '${KIE_ADMIN_USER}:${DEFAULT_PASSWORD}' 
http://localhost:8080/kie-drools-wb.jsp
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${APPLICATION_NAME}-kieserver

/bin/bash -c curl --fail --silent -u ${KIE_ADMIN_USER}:${DEFAULT_PASSWORD} 
http://localhost:8080/services/rest/server/readycheck

4.1.2.3.3.5. 公開されたポート

デプロイメント 名前 ポート プロトコル

${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

jolokia 8778 TCP

http 8080 TCP

git-ssh 8001 TCP

${APPLICATION_NA
ME}-kieserver

jolokia 8778 TCP

http 8080 TCP

4.1.2.3.3.6. イメージの環境変数

デプロイメント 変数名 説明 値の例

${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

KIE_ADMIN_USER KIE 管理者のユーザー名 ${KIE_ADMIN_USER}

KIE_ADMIN_PWD この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

KIE_MBEANS KIE Server の mbeans の
有効化/無効化 (システ
ムプロパティー
kie.mbeans および
kie.scanner.mbeans を設
定)。

${KIE_MBEANS}

KIE_SERVER_CONT
ROLLER_USER

KIE サーバーのコント
ローラーのユーザー名
(org.kie.server.controller
.user システムプロパ
ティーを設定します)

${KIE_SERVER_CON
TROLLER_USER}

KIE_SERVER_CONT
ROLLER_PWD

この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}
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KIE_SERVER_USER KIE サーバーのユーザー
名 (org.kie.server.user シ
ステムプロパティーを設
定します)

${KIE_SERVER_USE
R}

KIE_SERVER_PWD この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

WORKBENCH_ROU
TE_NAME

 —  ${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

MAVEN_REPO_ID maven リポジトリーに
使用する id (設定されて
いる場合)。デフォルト
は無作為に作成されま
す。

${MAVEN_REPO_ID}

MAVEN_REPO_URL Maven リポジトリーま
たはサービスへの完全修
飾 URL。

${MAVEN_REPO_UR
L}

MAVEN_REPO_USE
RNAME

Maven リポジトリーに
アクセスするユーザー名
(必要な場合)

${MAVEN_REPO_US
ERNAME}

MAVEN_REPO_PAS
SWORD

Maven リポジトリーに
アクセスするパスワード
(必要な場合)。

${MAVEN_REPO_PA
SSWORD}

KIE_MAVEN_USER EAP 内の Decision
Central がホストする
Maven サービスにアク
セスするためのユーザー
名

${DECISION_CENTR
AL_MAVEN_USERN
AME}

KIE_MAVEN_PWD この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

GIT_HOOKS_DIR git フックに使用する
ディレクトリー (必要な
場合)。

${GIT_HOOKS_DIR}

SSO_URL RH-SSO URL ${SSO_URL}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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SSO_OPENIDCONN
ECT_DEPLOYMENT
S

 —  ROOT.war

SSO_REALM RH-SSO レルム名。 ${SSO_REALM}

SSO_SECRET Decision Central RH-
SSO クライアントシー
クレット

${DECISION_CENTR
AL_SSO_SECRET}

SSO_CLIENT Decision Central RH-
SSO クライアント名。

${DECISION_CENTR
AL_SSO_CLIENT}

SSO_USERNAME クライアント作成に使用
する RH-SSO レルムの
管理者のユーザー名 (存
在しない場合)

${SSO_USERNAME}

SSO_PASSWORD クライアント作成に使用
する RH-SSO レルムの
管理者のパスワード。

${SSO_PASSWORD}

SSO_DISABLE_SSL_
CERTIFICATE_VALI
DATION

RH-SSO が無効な SSL
証明書の検証。

${SSO_DISABLE_SS
L_CERTIFICATE_VA
LIDATION}

SSO_PRINCIPAL_AT
TRIBUTE

ユーザー名として使用す
る RH-SSO プリンシパ
ル属性

${SSO_PRINCIPAL_
ATTRIBUTE}

HOSTNAME_HTTP http サービスルートの
カスタムホスト名。デ
フォルトのホスト名を使
用する場合には空白にし
ます (例: <application-
name>-rhdmcentr-
<project>.<default-
domain-suffix>)。

${DECISION_CENTR
AL_HOSTNAME_HT
TP}

AUTH_LDAP_URL 認証用に接続する LDAP
エンドポイント

${AUTH_LDAP_URL}

AUTH_LDAP_BIND_
DN

認証に使用するバインド
DN。

${AUTH_LDAP_BIND
_DN}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AUTH_LDAP_BIND_
CREDENTIAL

認証に使用する LDAP
の認証情報。

${AUTH_LDAP_BIND
_CREDENTIAL}

AUTH_LDAP_JAAS_
SECURITY_DOMAIN

パスワードの復号に使用
する
JaasSecurityDomain の
JMX ObjectName。

${AUTH_LDAP_JAA
S_SECURITY_DOMA
IN}

AUTH_LDAP_BASE_
CTX_DN

ユーザー検索を開始する
最上位コンテキストの
LDAP ベース DN

${AUTH_LDAP_BAS
E_CTX_DN}

AUTH_LDAP_BASE_
FILTER

認証するユーザーのコン
テキストの検索に使用す
る LDAP 検索フィル
ター。{0} 式を使用して
いるフィルターに、入力
ユーザー名、またはログ
インモジュールコール
バックから取得した
userDN が置換されま
す。検索フィルターの一
般的な例は (uid={0}) で
す。

${AUTH_LDAP_BAS
E_FILTER}

AUTH_LDAP_SEAR
CH_SCOPE

使用する検索範囲。 ${AUTH_LDAP_SEA
RCH_SCOPE}

AUTH_LDAP_SEAR
CH_TIME_LIMIT

ユーザーまたはロールの
検索のタイムアウト (ミ
リ秒単位)。

${AUTH_LDAP_SEA
RCH_TIME_LIMIT}

AUTH_LDAP_DISTIN
GUISHED_NAME_AT
TRIBUTE

ユーザーの DN を含む
ユーザーエントリーの属
性の名前。これは、ユー
ザー自身の DN に正しい
ユーザーマッピングを妨
げる特殊文字 (バックス
ラッシュなど) が含まれ
る場合に必要になること
があります。属性が存在
しない場合は、エント
リーの DN が使用されま
す。

${AUTH_LDAP_DIST
INGUISHED_NAME_
ATTRIBUTE}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AUTH_LDAP_PARSE
_USERNAME

DN がユーザー名に対し
て解析されるかどうかを
示すフラグ。true に設定
した場合には、 DN は
ユーザー名に対して解析
されます。false に設定
した場合には、 DN は
ユーザー名に対して解析
されません。このオプ
ションは、
usernameBeginString お
よび
usernameEndString とと
もに使用されます。

${AUTH_LDAP_PAR
SE_USERNAME}

AUTH_LDAP_USER
NAME_BEGIN_STRI
NG

ユーザー名を公開するた
め、DN の最初から削除
される文字列を定義しま
す。このオプションは
usernameEndString と合
わせて使用し、
parseUsername が true
に設定されている場合に
のみ考慮されます。

${AUTH_LDAP_USE
RNAME_BEGIN_STR
ING}

AUTH_LDAP_USER
NAME_END_STRING

ユーザー名を公開するた
め、DN の最後から削除
される文字列を定義しま
す。このオプションは
usernameEndString と合
わせて使用し、
parseUsername が true
に設定されている場合に
のみ考慮されます。

${AUTH_LDAP_USE
RNAME_END_STRIN
G}

AUTH_LDAP_ROLE_
ATTRIBUTE_ID

ユーザーロールを含む属
性の名前。

${AUTH_LDAP_ROL
E_ATTRIBUTE_ID}

AUTH_LDAP_ROLE
S_CTX_DN

ユーザーロールを検索す
るコンテキストの固定
DN。これは、実際の
ロールが存在する DN で
はなく、ユーザーロール
を含むオブジェクトが存
在する DN です。たとえ
ば、Microsoft Active
Directory サーバーで
は、これは、ユーザーア
カウントが存在する DN
です。

${AUTH_LDAP_ROL
ES_CTX_DN}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AUTH_LDAP_ROLE_
FILTER

認証済みユーザーと関連
付けられたロールを検索
するために使用される検
索フィルター。{0} 式を
使用しているフィルター
に、入力ユーザー名、ま
たはログインモジュール
コールバックから取得し
た userDN が置換されま
す。認証済み userDN は
{1} が使用されたフィル
ターに置き換えられま
す。入力ユーザー名に一
致する検索フィルター例
は (member={0}) です。
認証済み userDN に一致
する他の例は (member=
{1}) です。

${AUTH_LDAP_ROL
E_FILTER}

AUTH_LDAP_ROLE_
RECURSION

ロール検索が一致するコ
ンテキストで行われる再
帰のレベル数。再帰を無
効にするには、これを 0
に設定します。

${AUTH_LDAP_ROL
E_RECURSION}

AUTH_LDAP_DEFA
ULT_ROLE

認証された全ユーザーに
対して含まれるロール

${AUTH_LDAP_DEF
AULT_ROLE}

AUTH_LDAP_ROLE_
NAME_ATTRIBUTE_I
D

ロール名を含む
roleCtxDN コンテキスト
内の属性の名前。
roleAttributeIsDN プロ
パティーを true に設定
すると、このプロパ
ティーはロールオブジェ
クトの名前属性の検索に
使用されます。

${AUTH_LDAP_ROL
E_NAME_ATTRIBUT
E_ID}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AUTH_LDAP_PARSE
_ROLE_NAME_FRO
M_DN

クエリーによって返され
た DN に
roleNameAttributeID が
含まれるかどうかを示す
フラグ。true に設定した
場合には、DN は
roleNameATtributeID に
対してチェックされま
す。false に設定する
と、DN は
roleNameATtributeID に
対して確認されません。
このフラグは LDAP ク
エリーのパフォーマンス
を向上できます。

${AUTH_LDAP_PAR
SE_ROLE_NAME_FR
OM_DN}

AUTH_LDAP_ROLE_
ATTRIBUTE_IS_DN

roleAttributeID にロール
オブジェクトの完全修飾
DN が含まれるかどう
か。false の場合は、コ
ンテキスト名の
roleNameAttributeId 属
性の値からこのロール名
が取得されます。
Microsoft Active
Directory などの特定の
ディレクトリースキーマ
では、この属性を true
に設定する必要がありま
す。

${AUTH_LDAP_ROL
E_ATTRIBUTE_IS_D
N}

AUTH_LDAP_REFER
RAL_USER_ATTRIB
UTE_ID_TO_CHECK

リファーラル (referral)
を使用しない場合はこの
オプションを使用する必
要はありません。リ
ファーラルを使用し、
ロールオブジェクトがリ
ファーラル内部にある
と、このオプションは特
定のロール (例:
member) に対して定義
されたユーザーが含まれ
る属性名を示します。
ユーザーはこの属性名の
内容に対して確認されま
す。このオプションが設
定されていないとチェッ
クは常に失敗するため、
ロールオブジェクトはリ
ファーラルツリーに保存
できません。

${AUTH_LDAP_REF
ERRAL_USER_ATTR
IBUTE_ID_TO_CHEC
K}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AUTH_ROLE_MAPP
ER_ROLES_PROPE
RTIES

このパラメーターがある
場合には、RoleMapping
のログインモジュール
で、指定したファイルを
使用するように設定しま
す。このプロパティー
は、ロールを置換ロール
に対してマップするプロ
パティーファイルまたは
リソースの完全修飾ファ
イルパスまたはファイル
名を定義します。形式は
original_role=role1,role2,r
ole3 になります。

${AUTH_ROLE_MAP
PER_ROLES_PROPE
RTIES}

AUTH_ROLE_MAPP
ER_REPLACE_ROLE

現在のロールを追加する
か、マップされたロール
に現在のロールを置き換
えるか。true に設定した
場合は、置き換えられま
す。

${AUTH_ROLE_MAP
PER_REPLACE_ROL
E}

${APPLICATION_NA
ME}-kieserver

DROOLS_SERVER_
FILTER_CLASSES

KIE Server のクラスフィ
ルター
(org.drools.server.filter.c
lasses システムプロパ
ティーを設定)

${DROOLS_SERVER
_FILTER_CLASSES}

KIE_ADMIN_USER KIE 管理者のユーザー名 ${KIE_ADMIN_USER}

KIE_ADMIN_PWD この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

KIE_MBEANS KIE Server の mbeans の
有効化/無効化 (システ
ムプロパティー
kie.mbeans および
kie.scanner.mbeans を設
定)。

${KIE_MBEANS}

KIE_SERVER_BYPA
SS_AUTH_USER

KIE サーバーのバイパス
認証ユーザー
(org.kie.server.bypass.au
th.user システムプロパ
ティーを設定します)

${KIE_SERVER_BYP
ASS_AUTH_USER}

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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KIE_SERVER_CONT
ROLLER_USER

KIE サーバーのコント
ローラーのユーザー名
(org.kie.server.controller
.user システムプロパ
ティーを設定します)

${KIE_SERVER_CON
TROLLER_USER}

KIE_SERVER_CONT
ROLLER_PWD

この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

KIE_SERVER_CONT
ROLLER_SERVICE

 —  ${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

KIE_SERVER_CONT
ROLLER_PROTOCO
L

 —  ws

KIE_SERVER_ID  —  ${APPLICATION_NA
ME}-kieserver

KIE_SERVER_ROUT
E_NAME

 —  ${APPLICATION_NA
ME}-kieserver

KIE_SERVER_USER KIE サーバーのユーザー
名 (org.kie.server.user シ
ステムプロパティーを設
定します)

${KIE_SERVER_USE
R}

KIE_SERVER_PWD この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

KIE_SERVER_CONT
AINER_DEPLOYMEN
T

KIE サーバーコンテナー
のデプロイメント設定。
形式:
containerId=groupId:arti
factId:version

c2=g2:a2:v2

${KIE_SERVER_CON
TAINER_DEPLOYME
NT}

MAVEN_REPOS  — 

RHDMCENTR,EXTERNA
L

RHDMCENTR_MAVE
N_REPO_SERVICE

 — 

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${APPLICATION_NA
ME}-rhdmcentr

RHDMCENTR_MAVE
N_REPO_PATH

 — 

/maven2/ RHDMCENTR_MAVE
N_REPO_USERNAM
E

EAP 内の Decision
Central がホストする
Maven サービスにアク
セスするためのユーザー
名

${DECISION_CENTR
AL_MAVEN_USERN
AME}

RHDMCENTR_MAVE
N_REPO_PASSWOR
D

この試用版の環境でユー
ザーが簡単に試用できる
ように、複数のコンポー
ネントで使用されるデ
フォルトのパスワード

${DEFAULT_PASSW
ORD}

EXTERNAL_MAVEN_
REPO_ID

maven リポジトリーに
使用する id (設定されて
いる場合)。デフォルト
は無作為に作成されま
す。

${MAVEN_REPO_ID} EXTERNAL_MAVEN_
REPO_URL

Maven リポジトリーま
たはサービスへの完全修
飾 URL。

${MAVEN_REPO_UR
L}

EXTERNAL_MAVEN_
REPO_USERNAME

Maven リポジトリーに
アクセスするユーザー名
(必要な場合)

${MAVEN_REPO_US
ERNAME}

EXTERNAL_MAVEN_
REPO_PASSWORD

Maven リポジトリーに
アクセスするパスワード
(必要な場合)。

${MAVEN_REPO_PA
SSWORD}

SSO_URL RH-SSO URL

${SSO_URL} SSO_OPENIDCONN
ECT_DEPLOYMENT
S

 — 

ROOT.war SSO_REALM RH-SSO レルム名。

${SSO_REALM} SSO_SECRET KIE Server の RH-SSO
クライアントシークレッ
ト

${KIE_SERVER_SSO
_SECRET}

SSO_CLIENT KIE Server の RH-SSO
クライアント名。

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${KIE_SERVER_SSO
_CLIENT}

SSO_USERNAME クライアント作成に使用
する RH-SSO レルムの
管理者のユーザー名 (存
在しない場合)

${SSO_USERNAME} SSO_PASSWORD クライアント作成に使用
する RH-SSO レルムの
管理者のパスワード。

${SSO_PASSWORD} SSO_DISABLE_SSL_
CERTIFICATE_VALI
DATION

RH-SSO が無効な SSL
証明書の検証。

${SSO_DISABLE_SS
L_CERTIFICATE_VA
LIDATION}

SSO_PRINCIPAL_AT
TRIBUTE

ユーザー名として使用す
る RH-SSO プリンシパ
ル属性

${SSO_PRINCIPAL_
ATTRIBUTE}

HOSTNAME_HTTP http サービスルートの
カスタムホスト名。デ
フォルトホスト名の場合
は空白にします (例:
<application-name>-
kieserver-<project>.
<default-domain-
suffix>)。

${KIE_SERVER_HOS
TNAME_HTTP}

AUTH_LDAP_URL 認証用に接続する LDAP
エンドポイント

${AUTH_LDAP_URL} AUTH_LDAP_BIND_
DN

認証に使用するバインド
DN。

${AUTH_LDAP_BIND
_DN}

AUTH_LDAP_BIND_
CREDENTIAL

認証に使用する LDAP
の認証情報。

${AUTH_LDAP_BIND
_CREDENTIAL}

AUTH_LDAP_JAAS_
SECURITY_DOMAIN

パスワードの復号に使用
する
JaasSecurityDomain の
JMX ObjectName。

${AUTH_LDAP_JAA
S_SECURITY_DOMA
IN}

AUTH_LDAP_BASE_
CTX_DN

ユーザー検索を開始する
最上位コンテキストの
LDAP ベース DN

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${AUTH_LDAP_BAS
E_CTX_DN}

AUTH_LDAP_BASE_
FILTER

認証するユーザーのコン
テキストの検索に使用す
る LDAP 検索フィル
ター。{0} 式を使用して
いるフィルターに、入力
ユーザー名、またはログ
インモジュールコール
バックから取得した
userDN が置換されま
す。検索フィルターの一
般的な例は (uid={0}) で
す。

${AUTH_LDAP_BAS
E_FILTER}

AUTH_LDAP_SEAR
CH_SCOPE

使用する検索範囲。

${AUTH_LDAP_SEA
RCH_SCOPE}

AUTH_LDAP_SEAR
CH_TIME_LIMIT

ユーザーまたはロールの
検索のタイムアウト (ミ
リ秒単位)。

${AUTH_LDAP_SEA
RCH_TIME_LIMIT}

AUTH_LDAP_DISTIN
GUISHED_NAME_AT
TRIBUTE

ユーザーの DN を含む
ユーザーエントリーの属
性の名前。これは、ユー
ザー自身の DN に正しい
ユーザーマッピングを妨
げる特殊文字 (バックス
ラッシュなど) が含まれ
る場合に必要になること
があります。属性が存在
しない場合は、エント
リーの DN が使用されま
す。

${AUTH_LDAP_DIST
INGUISHED_NAME_
ATTRIBUTE}

AUTH_LDAP_PARSE
_USERNAME

DN がユーザー名に対し
て解析されるかどうかを
示すフラグ。true に設定
した場合には、 DN は
ユーザー名に対して解析
されます。false に設定
した場合には、 DN は
ユーザー名に対して解析
されません。このオプ
ションは、
usernameBeginString お
よび
usernameEndString とと
もに使用されます。

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${AUTH_LDAP_PAR
SE_USERNAME}

AUTH_LDAP_USER
NAME_BEGIN_STRI
NG

ユーザー名を公開するた
め、DN の最初から削除
される文字列を定義しま
す。このオプションは
usernameEndString と合
わせて使用し、
parseUsername が true
に設定されている場合に
のみ考慮されます。

${AUTH_LDAP_USE
RNAME_BEGIN_STR
ING}

AUTH_LDAP_USER
NAME_END_STRING

ユーザー名を公開するた
め、DN の最後から削除
される文字列を定義しま
す。このオプションは
usernameEndString と合
わせて使用し、
parseUsername が true
に設定されている場合に
のみ考慮されます。

${AUTH_LDAP_USE
RNAME_END_STRIN
G}

AUTH_LDAP_ROLE_
ATTRIBUTE_ID

ユーザーロールを含む属
性の名前。

${AUTH_LDAP_ROL
E_ATTRIBUTE_ID}

AUTH_LDAP_ROLE
S_CTX_DN

ユーザーロールを検索す
るコンテキストの固定
DN。これは、実際の
ロールが存在する DN で
はなく、ユーザーロール
を含むオブジェクトが存
在する DN です。たとえ
ば、Microsoft Active
Directory サーバーで
は、これは、ユーザーア
カウントが存在する DN
です。

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${AUTH_LDAP_ROL
ES_CTX_DN}

AUTH_LDAP_ROLE_
FILTER

認証済みユーザーと関連
付けられたロールを検索
するために使用される検
索フィルター。{0} 式を
使用しているフィルター
に、入力ユーザー名、ま
たはログインモジュール
コールバックから取得し
た userDN が置換されま
す。認証済み userDN は
{1} が使用されたフィル
ターに置き換えられま
す。入力ユーザー名に一
致する検索フィルター例
は (member={0}) です。
認証済み userDN に一致
する他の例は (member=
{1}) です。

${AUTH_LDAP_ROL
E_FILTER}

AUTH_LDAP_ROLE_
RECURSION

ロール検索が一致するコ
ンテキストで行われる再
帰のレベル数。再帰を無
効にするには、これを 0
に設定します。

${AUTH_LDAP_ROL
E_RECURSION}

AUTH_LDAP_DEFA
ULT_ROLE

認証された全ユーザーに
対して含まれるロール

${AUTH_LDAP_DEF
AULT_ROLE}

AUTH_LDAP_ROLE_
NAME_ATTRIBUTE_I
D

ロール名を含む
roleCtxDN コンテキスト
内の属性の名前。
roleAttributeIsDN プロ
パティーを true に設定
すると、このプロパ
ティーはロールオブジェ
クトの名前属性の検索に
使用されます。

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${AUTH_LDAP_ROL
E_NAME_ATTRIBUT
E_ID}

AUTH_LDAP_PARSE
_ROLE_NAME_FRO
M_DN

クエリーによって返され
た DN に
roleNameAttributeID が
含まれるかどうかを示す
フラグ。true に設定した
場合には、DN は
roleNameATtributeID に
対してチェックされま
す。false に設定する
と、DN は
roleNameATtributeID に
対して確認されません。
このフラグは LDAP ク
エリーのパフォーマンス
を向上できます。

${AUTH_LDAP_PAR
SE_ROLE_NAME_FR
OM_DN}

AUTH_LDAP_ROLE_
ATTRIBUTE_IS_DN

roleAttributeID にロール
オブジェクトの完全修飾
DN が含まれるかどう
か。false の場合は、コ
ンテキスト名の
roleNameAttributeId 属
性の値からこのロール名
が取得されます。
Microsoft Active
Directory などの特定の
ディレクトリースキーマ
では、この属性を true
に設定する必要がありま
す。

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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${AUTH_LDAP_ROL
E_ATTRIBUTE_IS_D
N}

AUTH_LDAP_REFER
RAL_USER_ATTRIB
UTE_ID_TO_CHECK

リファーラル (referral)
を使用しない場合はこの
オプションを使用する必
要はありません。リ
ファーラルを使用し、
ロールオブジェクトがリ
ファーラル内部にある
と、このオプションは特
定のロール (例:
member) に対して定義
されたユーザーが含まれ
る属性名を示します。
ユーザーはこの属性名の
内容に対して確認されま
す。このオプションが設
定されていないとチェッ
クは常に失敗するため、
ロールオブジェクトはリ
ファーラルツリーに保存
できません。

${AUTH_LDAP_REF
ERRAL_USER_ATTR
IBUTE_ID_TO_CHEC
K}

AUTH_ROLE_MAPP
ER_ROLES_PROPE
RTIES

このパラメーターがある
場合には、RoleMapping
のログインモジュール
で、指定したファイルを
使用するように設定しま
す。このプロパティー
は、ロールを置換ロール
に対してマップするプロ
パティーファイルまたは
リソースの完全修飾ファ
イルパスまたはファイル
名を定義します。形式は
original_role=role1,role2,r
ole3 になります。

${AUTH_ROLE_MAP
PER_ROLES_PROPE
RTIES}

AUTH_ROLE_MAPP
ER_REPLACE_ROLE

現在のロールを追加する
か、マップされたロール
に現在のロールを置き換
えるか。true に設定した
場合は、置き換えられま
す。

${AUTH_ROLE_MAP
PER_REPLACE_ROL
E}

FILTERS  — 

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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AC_ALLOW_ORIGIN,AC
_ALLOW_METHODS,A
C_ALLOW_HEADERS,A
C_ALLOW_CREDENTIA
LS,AC_MAX_AGE

AC_ALLOW_ORIGIN
_FILTER_RESPONS
E_HEADER_NAME

 — 

Access-Control-Allow-
Origin

AC_ALLOW_ORIGIN
_FILTER_RESPONS
E_HEADER_VALUE

KIE サーバーの Access-
Control-Allow-Origin 応
答のヘッダーの値を設定
します (CORS サポート
に有用)

${KIE_SERVER_ACC
ESS_CONTROL_ALL
OW_ORIGIN}

AC_ALLOW_METHO
DS_FILTER_RESPO
NSE_HEADER_NAM
E

 — 

Access-Control-Allow-
Methods

AC_ALLOW_METHO
DS_FILTER_RESPO
NSE_HEADER_VALU
E

KIE サーバーの Access-
Control-Allow-Methods
応答のヘッダーの値を設
定します (CORS サポー
トに有用)

${KIE_SERVER_ACC
ESS_CONTROL_ALL
OW_METHODS}

AC_ALLOW_HEADE
RS_FILTER_RESPO
NSE_HEADER_NAM
E

 — 

Access-Control-Allow-
Headers

AC_ALLOW_HEADE
RS_FILTER_RESPO
NSE_HEADER_VALU
E

KIE サーバーの Access-
Control-Allow-Headers
応答のヘッダーの値を設
定します (CORS サポー
トに有用)

${KIE_SERVER_ACC
ESS_CONTROL_ALL
OW_HEADERS}

AC_ALLOW_CREDE
NTIALS_FILTER_RE
SPONSE_HEADER_
NAME

 — 

Access-Control-Allow-
Credentials

AC_ALLOW_CREDE
NTIALS_FILTER_RE
SPONSE_HEADER_V
ALUE

KIE サーバーの Access-
Control-Allow-
Credentials 応答のヘッ
ダーの値を設定します
(CORS サポートに有用)

${KIE_SERVER_ACC
ESS_CONTROL_ALL
OW_CREDENTIALS}

AC_MAX_AGE_FILT
ER_RESPONSE_HEA
DER_NAME

 — 

デプロイメント 変数名 説明 値の例
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Access-Control-Max-
Age

AC_MAX_AGE_FILT
ER_RESPONSE_HEA
DER_VALUE

KIE サーバーの Access-
Control-Max-Age 応答
のヘッダーの値を設定し
ます (CORS サポートに
有用)

デプロイメント 変数名 説明 値の例

4.1.2.4. 外部の依存関係

4.1.2.4.1. シークレット

このテンプレートでは、アプリケーションを実行するために以下のシークレットをインストールする必
要があります。

4.2. OPENSHIFT の使用に関するクイックリファレンス

Red Hat OpenShift Container Platform で Red Hat Decision Manager テンプレートのデプロイ、モニ
ターリング、管理、デプロイ解除するには、OpenShift Web コンソールまたは oc コマンドを使用でき
ます。

Web コンソールの使用に関する説明は、Web コンソールを使用したイメージの作成およびビルド を参
照してください。

oc コマンドの使用方法に関する詳細は、CLI リファレンス を参照してください。次のコマンドが必要
になる可能性があります。

プロジェクトを作成するには、以下のコマンドを使用します。

$ oc new-project <project-name>

詳細は、CLI を使用したプロジェクトの作成 を参照してください。

テンプレートをデプロイするには (またはテンプレートからアプリケーションを作成するに
は)、以下のコマンドを実行します。

$ oc new-app -f <template-name> -p <parameter>=<value> -p <parameter>=<value> ...

詳細は、CLI を使用したアプリケーションの作成 を参照してください。

プロジェクト内のアクティブな Pod の一覧を表示するには、以下のコマンドを使用します。

$ oc get pods

Pod のデプロイメントが完了し、実行中の状態になっているかどうかなど、Pod の現在のス
テータスを表示するには、以下のコマンドを使用します。

$ oc describe pod <pod-name>

oc describe コマンドを使用して、他のオブジェクトの現在のステータスを表示できます。詳
細は、アプリケーションの変更操作 を参照してください。
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Pod のログを表示するには、以下のコマンドを使用します。

$ oc logs <pod-name>

デプロイメントログを表示するには、テンプレートリファレンスで DeploymentConfig の名前
を検索して、以下のコマンドを実行します。

$ oc logs -f dc/<deployment-config-name>

詳細は、デプロイメントログの表示 を参照してください。

ビルドログを表示するには、テンプレートリファレンスで BuildConfig の名前を検索して、以
下のコマンドを実行します。

$ oc logs -f bc/<build-config-name>

詳細は、ビルドログのアクセス を参照してください。

アプリケーションの Pod をスケーリングするには、テンプレートリファレンスで 
DeploymentConfig の名前を検索して、以下のコマンドを実行します。

$ oc scale dc/<deployment-config-name> --replicas=<number>

詳細は、手動スケーリング を参照してください。

アプリケーションのデプロイメントを解除するには、以下のコマンドを使用してプロジェクト
を削除します。

$ oc delete project <project-name>

または、oc delete コマンドを使用して、Pod またはレプリケーションコントローラーなど、
アプリケーションの一部を削除できます。詳細は、アプリケーションの修正操作 を参照してく
ださい。
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